
認知症医療介護の動向を踏まえた、多職種連携フォーラム 

「認知症でも地域で穏やかに暮らすために」 

 

開催趣旨 

 

平成２４年６月１８日、厚生労働省認知症施策検討プロジェクトチームは、

世界に類をみない長寿国である日本で、高齢者が認知症になっても、尊厳を

もって質の高い生活を送ることは、私たちの共通の望みであることから、か

つて、私たちは認知症を何も分からなくなる病気と考え、徘徊や大声を出す

などの症状だけに目を向け、認知症の人の訴えを理解しようとするどころか、

多くの場合、認知症の人を疎んじたり、拘束するなど、不当な扱いをしてき

た。今後の認知症施策を進めるに当たっては、常に、これまで認知症の人々

が置かれてきた歴史を振り返り、認知症を正しく理解し、よりよいケアと医

療が提供できるように努めなければならないと、旧来の認知症医療を厳しく

総括し、関係者へのヒアリング等を行い、過去 10 年間の認知症施策を再検証した

上で、今後目指すべき基本目標とその実現のための認知症施策の方向性を発表した。 

 

このなかで、地域で医療介護ケアの恩恵から外れている、認知症患者と家族に関し、

早期発見チームを立ち上げることが決まり、本年度からモデル事業が始まった。 

本フォーラムでは、実際の現場で何が問題でサービスが不十分な状態に置かれてい

るのか、何が困っているのか、何がわからないか、どうしていいかわからないこと

はどのような状態か、など講義では解決できない問題について、多職種の認知症エ

キスパートがお答えする 

パネル：「認知症なんでも相談室」を開催します。 

パネルに先立って、「認知症の治療とケア最新の動向」の 

基調講演を企画しました。 

 



認知症医療介護の動向を踏まえた、多職種連携フォーラム（案） 
「認知症でも地域で穏やかに暮らすために」 

 
開催日時  平成２６年２月２３日（日曜日） ９時〜１６時  
開催場所  今池ガスビル ホール 
 開場     ９時 
 事前質問受付 ９時３０分〜１２時 
 
開会挨拶     １０時〜 
 国立長寿医療研究センター総長       大島伸一 
 杉浦地域振興財団理事長          杉浦昭子 
来賓挨拶 
 日本医師会                三上 裕 
 
基調講演 I   １０時２０分〜１１時 
 座長 東京都健康長寿医療センター理事長  松下正明 
 認知症と共に歩む 
   日本認知症ケア学 理事長       本間 昭 
 
基調講演 II   １１時２０分〜１２時 
 座長 日本認知症学 理事長        森  啓 
 多職種協働による認知症に強い街づくり 
   敦賀温泉病 院長          玉井 顕 
 
ランチョンセミナー １２時〜１３時 
 座長 国立長寿医療研究センター もの忘れセンター 遠藤英俊 
 
   一般社団法人日本老年精神医学会 理事長  新井 平伊 
 
認知症なんでも相談室  １３時〜１５時 
 パネラーと参加者による自由な質疑 
コーディネーター 国立長寿医療研究センター もの忘れセンター  鳥羽 研二 

日本老年看護学会  百瀬 由美子 
 
 
パネラー   
  認知症の人と家族の会 代表理事  高見 国生 
  認知症ケースワーカー、認知症認定看護師 
  国立長寿医療研究センター もの忘れセンター  鷲見 幸彦 
 
閉会挨拶 
  国立長寿医療研究センター総長     大島伸一  
 
  



「認知症医療介護の動向を踏まえた、多職種連携フォーラム」 について 

第 1回 

【日程】平成 26 年 2 月 23 日（日） 

【会場】今池ガスビル ホール http://www.gasbldg.net/hall/imaike/imaike_hall.html 

 
  

 

 

フォーラム会場：今池ガスホール、 控室等：主催者控室、控室(1)(2)、C・D 会議室 



今後の進め方 

 主催者等 

【主催】独立行政法人国立長寿医療研究センター認知症医療介護推進会議 

【共催】杉浦地域振興財団 

【後援】認知症医療介護推進会議委員所属団体                   敬称略 

 

 予算 

独立行政法人国立長寿医療研究センター 認知症医療介護推進会議 

杉浦地域振興財団より寄付 

 

 プログラム委員 

1. 毎年持ち回り制 

2. H25 年度(案)      五十音順 敬称略 

【学   会】 一般社団法人日本認知症ケア学会、一般社団法人日本老年医学会、 

一般社団法人日本老年精神医学会、日本認知症学会 

【職能団体】 公益社団法人日本医師会、公益社団法人日本歯科医師会、 

公益社団法人日本看護協会、公益社団法人日本薬剤師会 

【事務局等】 杉浦地域振興財団、 独立行政法人国立長寿医療研究センター 
 

3. プログラム委員会日程（案） 

第 1 回：平成 25 年 9 月～10 月頃  於：(独)国立長寿医療研究センター 

第 2 回：平成 25 年 12 月～平成 26 年 1 月頃 
 

4. プログラムの準備 

 基調講演演者、ランチョンセミナー演者、パネルディスカッションパネラー 

※ 事前に資料のご提出：要旨、Key スライドを併せて 5頁 20 枚程度 

 他 

5. 他 

 

 プログラム案 （別紙） 

【開会挨拶】 

【基調講演】2 演題 

【ランチョンセミナー】 
 担当製薬会社は持ち回り制 

【認知症なんでも相談室】 

【閉会挨拶】 

 

 ビデオ撮影と DVD 化 
 

 後援名義 

パンフレット・ポスター・テキスト類への、認知症医療介護推進会議(各団体名)後援名義 
 

 広告 

 中日新聞社 

  



 広報 

 
(独)国立長寿医療研究センター トップページ（http://www.ncgg.go.jp/） 

【新着情報】、または、下方にある【センター主催の会議】 

 
老年学・社会科学研究センター 在宅医療開発研究部 在宅医療推進課へリンク 

 

 

 

 

  

http://www.ncgg.go.jp/
cgss/ninchi.html 

開催案内を掲載 
☚申し込みフォームへリンク 

杉浦地域振興財団 HP 等 

ｚ 
☚ 

☚ 



当日用 

事前質問記入用紙 

 お聞きになりたい演者など 

 
 お聞きになりたいことなど 

 
 お名前（よろしければご記入ください） 

 

ご協力ありがとうございました 

質問用紙の～～箱に入れていただくか、係りの者にお渡しください 



 


